






Fundamental Study about Radical Scavenger as
Prevention from Radiation Injury using
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在 フリ ラジカルは非常に多くの病態 疾
患との関連で注目されており いろいろな研
究 報告がなされている フリ ラジカルと
放射線障害との関連においても同様である






























雌 ICRマウスを 7 週齢で入手し 飼育用ケ
ジにて 5 匹までで飼育した。 また 実験
に使用したマウスは各群とも 8 週齢、 5 "'" 
7 匹である
2 放射線照射
照射は日立メディコ (株) 製 X 線照射装
置 MBR-1520R を用い 焦点動物問距離 50cm
管電圧 150kV、 管電流 20rnA、 線量率 90Gy/minで
照射した。 照射に際し マウスに苦痛を与
えないためにネンブタ ル 30mg/kg 腹腔内投
与にて麻酔し 50m1ディスポーザルシリン
ジ内にマウスを l 匹ずつ入れ、 胸郭以外を
2 mm 厚鉛板で遮蔽し 度に 5 匹以下で照
射した。
3 ESR 測定
( 1 ) 試薬
ニトロキシドラジカルを有する化合
物としては 4-hydro刃r-2，2，6，6一
tetrametylpiperidine-Nーoxyl (以下 hydroxy-TEMPO ) 
を Sigma社より購入した。 乙れを 5 mM 
になるように等張リン酸緩衝液 ( 0.6% 
塩化ナトリウムを含む 50mMリン酸ナト
リウム緩衝液、 pH7.4 ) に溶解した











( 3) ESR 測定
L-バンド ESR装置は、日本電子








コントロ ル群 非照射のマウス 7 匹に
ついて ESR によるニトロキシドラジカル消
失速度定数の測定を行った。
( 1 ) 放射線照射線量とラジカル還元能
1 回照射線量とマウス肺のラジカル
還元能との関係を観るため 照射線量
を 1Gy 、 2Gy 3Gy 5Gy 7.5Gy、
10Gy と 6段階に分け放射線照射を行
い、直後より ESR 測定を行った






250mg/kg、 750mg/kg、 1，250mg/kg となるよう
に蒸留水で希釈した溶液 O.02ml をそれ
ぞれマウス尾静脈より静注し、その 15
分後に 5Gy 照射した直後より ESR 測定
を行った
結果
マウス肺内に注入した hydroxy-TEMPOの ESR ス
Jてクト jレlま L-J可ンド ESR 装置にて窒素原子核
による超微細構造を持つニトロキシドラジカ
ルに特有な 3 本のピ クを持つスペクトルと
して捕らえられた この 3 本のピ クはいず
れも同高で それぞれ同様に経時的に減少
し 線幅に変化はなく 新たなシグナルの出
現もなかった すなわち このピ ク高の減
少が投与されたニトロキシドラジカル量の相





するため それぞれの測定結果より各 l 次反
応消失速度定数を求め この値がニトロキシ
ドラジカル還元能を不すものとし 検討を行
った。 なお コントロール群の 1次反応消失
速度定数は 0.113 + 0.012/min (n=7) であった
( 1 ) 放射線照射線量とラジカル還元能
1 次反応消失速度定数は、 照射線量が
1Gy から 5Gy までは 照射線量の増加と
ともに有意 ( p < 0.05 ) な減少を示した
カT 5Gy で速度定数 0.064 + 0.009/min (n=7) 











群を有意(p < 0.05 )に上回った。ま
た、 750rng/kg以上の投与群では非照射のコ
ントロール群をも有意( ( p < 0.01 )に








ビン酸によって還 yじされ消失するのは 1 割程











的に減少し 5Gy で低値に達した後は 10Gy ま
で有意な変化はなかった 放射線照射により


















































( 2 ) 放射線照射直前にアスコルビン酸
750mg/kg以上をマウスに投与すると その
投与量に依存して肺のニトロキシドラジ
カル還元能は非照射のコントロール群を
も上回るほどに増加した このことよ
り アスコルビン酸投与によって放射線
照射によるニトロキシドラジカル還元能
の低下を阻止し さらには肺障害を防止
できる可能性が不唆された。
